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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

新
し
い
河
川
法
の
目
的
条
項
に

「河
川
環
境
の
整

備
と
保
全
」
が
定
め
ら
れ
た
が
、
種
々
の
障
害
が
あ

っ

て
、
建
設
省
の

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
が
軌
道
に

乗
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

そ
の
障
害
と
は
何
か
、
千
歳
川
放
水
路
計
画
と
の

関
係
を
含
め
て
考
え
て
み
た
い
。

一

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」

へ
の
転
換

ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
で
は

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
」
か
ら

「近
自
然
河
川
工
法
」
と
よ
る
呼
ば
れ
る
川
づ
く
り
に
方

針
転
換
さ
れ
て
い
る
。

建
設
省
で
は
、
そ
れ
を
契
機
に
九
〇
年
十

一
月

「多
自

然
型
川
づ
く
り
の
実
施
要
領
」
(通
達
)
を
全
国
の
地
方

建
設
局
と
都
道
府
県
に
出
し
て
い
る
。

道
で
も
八
八
年
八
月

の
函
館
市
で
の
河
川
懇
談
会
を
か

わ
き
り
に
、
地
域

の
団
体
、
学
識
経
験
者
、
産
業

・
文
化

関
係
者
、
こ
ど
も
達
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
き
、
九
四
年
九

月
に
自
然
豊
か
な
河
川
整
備
に
向
け
た

「北
海
道
の
川
づ

く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

全
国
各
地
で
の
河
川
事
業
と
住
民
と
の
紛
争
の
多
発
や
、

国
民
の
河
川
環
境

へ
の
要
求
の
高
ま
り
と
い

っ
た
背
景

の

下
に
、
新
し
い
河
川
法

で
は
、
そ
の
目
的
条
項
に

「
河
川

環
境
の
整
備
と
保
全
」
が
定
あ
ら
れ
た
。

二

技
術
基
準
の
考
え
方

七
六
年
六
月

に
建
設
省
河
川
砂
防
技
術
基
準

(案
)
が

策
定
さ
れ
た
。
そ
の
は
し
が
き
に
は

「
…
…
我
々
は
、
こ

の
技
術
基
準
に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
持
ち
歴
史

を
持

つ
河
川
を
画

一
的
に
律
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は

毛
頭
な
い
…
…
こ
の
技
術
基
準
を
使
用
す
る
人
達
は
無
批

判
に
基
準
に
従
う
の
で
は
な
く
、
基
準

の
依

っ
て
来
た
る

所
を
十
分
に
理
解
し
て
…
…
」
と
あ
る
。

建
設
省
の
通
達

で
も

「
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
技
術
者
の
才

覚
で
、
多
自
然
型
川
づ
く
り
の
理
念
に
あ

っ
た
自
然
豊
か

で
美
し
い
風
景
を
生
み
だ
す
川
づ
く
り
を
進
め
な
さ
い
」

と
あ
る
。

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
に
は
、
ま
だ
旦
ハ体
的
な
技
術

指
針
が
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
出
さ
れ
る
と

「技

術
者
の
創
造
的
思
考
は
停
止
す
る
」
と
し
て
、
故

・
関
正

和
氏

(元

・
建
設
省
河
川
環
境
対
策
室
長
)
は
否
定
的
で

あ

っ
た
。

現
在
の
行
政
に
は

「行
政
の
継
続
性
」
を
隠
れ
蓑

に
し

た

「自
己
保
身
と
責
任
逃
れ
」
に
よ

っ
て
、
独
創
的
創
造

性
は
発
揮
し
に
く
い
風
土
に
あ
る
た
め
、

「
多
自
然
型
川

づ
く
り
」
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
あ
に
は
、
様
々
な
実
施
事

例
を
積
み
上
げ
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

三

「計
画
洪
水
流
量
の
策
定
」
に
お
け
る
問
題
点

治
水
計
画

に
お
け
る
計
画
洪
水
流
量

(基
杢
口同
水
流
量
)

を
大
き
く
す
る
に
従

っ
て
、
自
然
環
境
の
破
壊
は
大
規
模

に
な
り
、
ま
た
社
会
的

・
経
済
的
負
担
の
増
加
が
受
忍
限

度
を
越
え
る
よ
う
に
な
る
。

現
在
の
河
川
改
修
に
お
け
る
河
道
の
直
線
化
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
護
岸
は
、
過
大
な
計
画
洪
水
流
量
を
策
定
し
た
た

め
に
、
河
道
に
限
界
ま
で
流
そ
う
と
す
る
設
計
か
ら
く
る

も
の
で
、
「
過
大
な
計
画
洪
水
流
量
の
策
定
」

は

「
多
自

然
型
川
づ
く
り
」
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
。

新
ら
し
い
河
川
法
に
お
い
て
も
、
計
画
洪
水
流
量
の
策

定
に
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
な
い
仕
組
み
に
な

っ
て
お

り
、
例
え
ば
千
歳
川
放
水
路
計
画
に
お
け
る

「
過
大
な
計

画
洪
水
流
量
」

一
八
、
○
○
O
t
/
S
に
対
し
て
住
民
の

意
見
を
反
映

で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
、
依
然
と
し
て
残

っ
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て

い
る

の

で
あ

る
。

四

「
多
自
然
型
川
づ
く
り
」
に
か
か
わ
る
千
歳
川
放
水

路
計
画
の
問
題
点

計
画
洪
水
流
量

一
八
、
○
○
O
t
/

s
を
過
大
と
し
た

理
由
は
、
大
規
模
な
自
然
環
境
の
破
壊
と
漁
業

へ
の
甚
大

な
被
害
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
過
大
に
な
る
よ
う
計

画
降
雨
量
を
恣
意
的
に
短
時
間
に
降
ら
せ
て
流
出
計
算
さ

せ
た
結
果
だ
か
ら
で
あ
る
。

開
発
局
の
計
画
で
は
、
河
道
に

一
四
、
○
○
O
t
/

s

を
分
担
さ
せ
、
こ
れ
が
河
道
に
流
せ
る
限
界
だ
と
し
て
、

そ
の
ほ
か
は
千
歳
川
放
水
路
計
画
で

一
、
○
○
O
t
/

s
、

遊
水
地

で

一
、
○
○
O
t
/

S
、
ダ
ム
で
二
、
○
○
O
t

/

s
と
な

っ
て
い
る
。

河
道
に
限
界
ま
で
流
そ
う
と
す
る
設
計
で
あ
る
か
ら
、

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
は
全
く
考
え
て
い
な

い
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

昔
は
実
績
最
大
洪
水
流
量
を
目
標
に
治
水
計
画
を
策
定

し
て
い
た
が
、
「机
上
の
論
理
」
的
な
年
確
率

に
よ
る
方

法
よ
り
も
、
現
実
的

で
分
か
り
や
す
か

っ
た
の
で
は
な
い

か
。計

画
洪
水
流
量
は
千
歳
川
で

一
〇
〇
年
確
率

(
一
〇
〇

年
に

一
度
)
、
石
狩
川
で
は

一
五
〇
年
確
率

で
策
定
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
水
害
が
無
く
な
る
訳
で
は
な
い
。

計
画
を
上
回
る
洪
水
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
水
害

の

発
生
は
避
け
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
場
合

に
水
害

の
被
害
を
最
小
限
度

に
抑
え
る

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
対
策
を
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
超
過
洪
水
対
策
と
呼
ん
で
い
る
。

建
設
省

の
河
川
審
議
会

で
は
八
七
年
三
月
、
超
過
洪
水

対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
答
申
を
出
し
て
い
る
が
、
開
発

局
の
計
画

に
は
超
過
洪
水
対
策
が
欠
落
し
て
い
る
。

開
発
局
は

「
標
準
的
手
法
で
計
画
し
た
」
と
い
う
が
、

技
術
基
準
で
は

「
…
…
技
術
基
準
を
使
用
す
る
人
達
は
無

批
判
に
基
準
に
従
う
の
で
は
な
く
…
…
」
と
あ
り
、
技
術

基
準
の
通
り
に
や
れ
ば
良
い
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。

ま
し
て
、
デ
ー
タ
の
使
い
方
で
種
々
の
計
算
結
果
が
出

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
計
画
洪
水
流
量

一
八
、
○
○
O
t

/

s
を
金
科
玉
条
に
し
て
見
直
し
を
拒
否
し
続
け
る
な
ど

は
、
理
解
に
苦
し
む
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

洪
水
の
溢
流
に
よ

っ
て
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
は
、
甚

大
な
被
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
溢
流
し
て
も
決

壊
し
な
い
幅
の
広
い
堤
防
と
、
決
壊
を
防
ぐ
水
害
防
備
林

の
整
備
が
重
要
な
超
過
洪
水
対
策
の

一
つ
で
あ
る
。

五

ダ
ム
の
治
水
計
画
上
の
欠
陥

ダ
ム
は
貯
留
で
き
る
容
量
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
大
洪

水
時
に
は
満
水
に
近
く
な

っ
て
洪
水
調
整
が
で
き
な
く
な

り
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
を
そ
の
ま
ま
放
流
す
る
こ
と
に
な

る
。こ

の
た
あ
ダ
ム
の
分
担
し
て
い
る
洪
水
調
節
流
量
が
大

き
い
ほ
ど
、
下
流

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。ま

た
、
ダ
ム
へ
の
流
入
量
が
正
確
に
つ
か
め
な
い
等
で
、

流
入
量
以
上
に
放
流
し
て
下
流
に
人
為
的
水
害
を
発
生
さ

せ
た
こ
と
も
あ
る
。

自
然
越
流
式
の
ダ

ム
は
、
貯
水
面
積
分
の
貯
留

(遊
水
)

効
果
を
利
用
す
る
も
の
で
、
可
動
式
ゲ
ー
ト
は
無
く
、
小

流
域

に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
方
式
で
あ
る
が
、

こ
の
ダ
ム

に
お
い
て
も
、
流
入
量
の
ハ
イ
ド
ロ
グ
ラ
フ
が
偏
平
に
な

っ

た
場
合
、

つ
ま
り
流
入
量
が
ほ
ぼ

一
定
で
あ
る
場
合
に
は
、

流
出
量

(越
流
量
)
が
流
入
量
に
徐
々
に
近
付
き
、
し
た

が

っ
て
洪
水
調
整
能
力
は
失
わ
れ
下
流

に
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
ダ
ム
の
欠
陥
を
河
川
行
政
は
ど
れ
だ
け
住
民

に
説
明
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。

ダ
ム
は
環
境
破
壊

(広
大
な
緑
地
帯
の
水
没

・
魚
類
な

ど
の
生
態
系

の
分
断
な
ど
)、
海
岸
浸
蝕
、
集
落
と
そ
の

歴
史

・
文
化

・
農
地
の
水
没
、
ダ
ム
に
よ
る
水
害
、
ダ
ム

の
老
朽
化
に
よ
る
決
壊
、
堆
砂
に
よ
る
大
量
の
廃
ダ
ム
、

著
し
く
低
い
投
資
効
果
、
地
域
の
衰
退

・
崩
壊
な
ど
、
有

害
無
益
で
あ
る
と
と
も
に
、
後
世
の
人
々
に
負
の
財
産
と

し
て
大
き
な
負
担
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

六

内
水
氾
濫
な
ど
に
よ
る
水
害
の
原
因

ゴ
ル
フ
場

・
ス
キ
i
場

・
農
地
造
成
な
ど
の
河
川
流
域

の
森
林
伐
採
や
開
発
行
為
は
、
洪
水
流
量
を
増
大
さ
せ
て

水
害
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
大
量
の
土
砂
を
流
出
さ
せ
、

河
川
環
境
や
海
洋
生
物
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

沼
や
池
や
川
筋
だ

っ
た
所
や
、
低
湿
地

・
浸
水
常
襲
地

帯
で
の
宅
地

・
商
工
業
団
地
の
開
発
、
水
田
の
畑

へ
の
転

換
な
ど
の
土
地
利
用
の
進
行
が
内
水
氾
濫
の
拡
大
の
原
因

と
な

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
全
国
に
土
ハ通
し
た
問
題
で
あ

り
、
流
域
の
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
は
重
要
な
課
題
と

な

っ
て
い
る
。

七

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
の
考
え
方

遊
水
地

(遊
水
地
域
)
と
は
、
通
常
は
水
田

・
畑

・
住

宅
地
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
が
、
洪
水
時
に
は
、
内
水
氾

濫
水
や
本
流
の
堤
防
か
ら
の
越
流
分
を
、
遊
水
地
に
入
れ

る
も
の
で
あ
る
。

北
上
川
の
よ
う
に
地
形
な
ど
の
条
件
に
よ

っ
て
は
、
本

流
の
洪
水
流
量
を
調
整
す
る
目
的

で
、
本
流
の
水
を
遊
水

地
に
入
れ
る
場
A
口
も
あ
る
。

本
流
が
減
水
し
て
か
ら
、
遊
水
地
に
入
れ
た
水
を
本
流

に
戻
す
の
で
あ
る
。
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小
規
模
な
遊
水
地
を
河
川
流
域
に
多
数
造

る
こ
と
に
よ

り
、
河
道
の
洪
水
負
担
が
軽
減
し
、
無
理
な
河
川
改
修
が

避
け
ら
れ

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
が
容
易

と
な
る
。

河
川
の
持

っ
て
い
る
遊
水
効
果
と
は
、
洪
水

で
河
川
の

水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
河
道
に
洪
水
流
量
の

一
部
が
貯
留
さ
れ
る
現
象
を
い
う
。

支
流
や
上
流
の
森
林
地
帯
な
ど
の
氾
濫
地
域
の
遊
水
効

果
を
利
用
す
る
と
と
も
に
、
場
所
に
よ

っ
て
は
霞
堤
を
設

け
て
遊
水
効
果
を
高
め
る
。

蛇
行
部
分
は
直
線
化
せ
ず
、
河
畔
林
は
保
護

・
育
成
す

る
。

こ
う
し
て
洪
水
を
滞
留
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
洪
水
到

達
時
間
が
遅
延
し
、
下
流
の
洪
水
負
担
が
軽
減
す
る
。

河
畔
林
は
洪
水
時
に
流
木
が
引

っ
掛
か

っ
た
り
、
根
元

が
え
ぐ
ら
れ
て
下
流
に
流
さ
れ
る
な
ど
、
水
害
の
原
因
に

な
る
か
ら
伐
採
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
洪
水
時
に

流
木
が
流
れ
る
の
は
普
通
の
現
象
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
無

く
す
と
い
う
発
想
で
は

「多
自
然
型
川
づ
く
り
」
は
で
き

な
い
。

旦
ハ体
的
な
自
然
工
法
に
つ
い
て
は
種
々
の
試
み
が
行
わ

れ
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
護
岸
工
法
と
し
て
大
木

に
な
ら
な
い
ネ

コ

ヤ
ナ
ギ
や
イ
ヌ
コ
リ
ヤ
ナ
ギ
を
植
え
て
洪
水

流
か
ら
堤
防

を
守
る
、
常
時
水
没
し
て
い
る
低
水
路

の
水

衝
部
は
石
積

み
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
守
る
、
場
所
に
よ

っ
て
は
穴
開
き

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
沈
め
て
ア
シ
を
植
え
る
と

い
っ
た
も
の

で
あ
る
。
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